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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，員長学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円(学生

は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は I口20，000円とする。

入会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生2-4-16学会センター

ビル内日本学会事務センター宛に，原稿の送付は 108東京都港区港南4-5-7東京水産大学有賀祐勝気付日

本藻類学会編集委員会宛に，また，庶務一般およびパックナンパ一等については 184東京都小金井市貫井北町

4-1-1東京学芸大学生物学教室内日本藻類学会宛にされたL、。

The ]apanese Society of Phycology 

The ]apanese Society of Phycology， f()unded in 1952， is open to all who are interested in any aspect of phycology 

Either individuals or organizations may become members of the Society. The] apanese] ournal of Phycology (SORUI) 

is published quarterly and distributed to members free of charge. The annual dues (1989) for overseas members are 

8，500 Yen (send the remittance to the Business Center for Academic Societies ]apan， 4-16， Yayoi 2・chome，

Bunkyo-ku， Tokyo， 113 ]apan). 
Manuscript 1'or publication should be submitted dirertly to the Editor-in-Chief， Prof. Y. Aruga， Tokyo University 

of Fisheries， Konan・4，Minato-ku， Tokyo， 108 ]apan. Inquiries and other inforrr凶 ionregarding the society 

should be addressed to the ]apanese Society of Phycology， C/O Department of Biology， Tokyo Gakugei University， 

Nukuikitamachi， Koganei-shi， Tokyo， 184 ]apan. 
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ANNOUNCEMENT 

As ofJanuary 1，1990 (Vol. 38~) ， the annual membership fee and subscription 

fee will be as follows: 

￥7，000 (J apanese currency) for individual members outside J apan 
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日本藻類学会第14回大会のお知らせ

日本部類学会第14回大会を下記の要領で開催致します。奮って御参加下さL、。

会 場 :神戸大学教養部③657神戸市灘区鶴甲1-2-1 ⑤078 (881) 1212 代表

ム一向 期 :1990年 3月初日(水)編集委員会 ・評議員会

29日 (木) 口頭発表 ・総会 ・懇親会

30日(金) 11M発表 ・展示発表

31日 (土)寸海泌採集会

4月2日(月)J於神戸大学理常部附属臨海実験所

申込先

大会 -懇親会 ・発表の申込票，発表要宵の送付，連絡は下記宛にお願いします。

③657神戸市灘区鶴甲1-2-1

神戸大学教養部生物学教室内

日本藻類学会第14聞大会準備委員会

⑤ 078 (881) 1212 内線 6261(坪)又は内線 4429(熊野)

参加申込

1 )大会参加者は，発表の有無にかかわらず，本誌に綴じ込みの大会申込禁に必要事項を記入して，上記の

第14回大会準備委員会あて，お送りください。

2)大会費2，500円(学生2，000円)，および懇親会出席の方は会費3，000円を同封の振替用紙でお送り下さL、。

送金先 ・振替 f!l1戸 9-2222 円本線類学会第14回大会準備委員会

3)大会参加申込，送金，下記の発表要旨送付の締切りは1990年 1月10日です。

発 表発表を希望される方は，本誌に綴じ込みの発表申込票に必要事項を記入し，発表要旨の原稿を添え

て，お申し込み下さL、。

1)発表には，口頭発表と展示発表の 2種類があります。希望する方をOで囲んで下さい。
2) 口頭発表 :発表時聞は，質疑応答の時聞を含めて15分です。

使用スライドは 35mm版，スライド枠には，図 lのように発表者氏名，発表番号スライド総枚数，映

写順序，上辺マークを御記入下さい。同じスライドを繰り返し映写する場合は，それに見合う枚数を御

用意下さL、。

3)展示発表 :パ不ノレの大きさは， 1 題につき，縦 1.8m X横 0.9111の予定です。

展示パネノレの上部には，図 2のように発表番号， i策題，氏名，所属を明記して下さL、。その他のスベー

スは自由に利用して下さい。

表題には 5cm 以上，説明文には lcm 以上の文字を使用し，文立は必要最少限に止めて下さL、。

展示物の貼付は29日午前中にお願いします。

4)発表(口頭発表 ・展示発表)の中込者(:1:，本誌に綴じ込λの原稿用紙に要旨を記入して， 1990年 1月

10日必着で，上記の準備委員会宛にお送り下さし、。

原稿はそのままオフセット印刷|に|口|します。タイプライター， ワード ・プロセ γサー，パソコン等何

を使っても結構ですが，印宇は明瞭な黒色でお願L、します。



映写順序
(10枚のうら l枚目)→ 1V10 

、|←赤マーク -…..90 伺

宿

[叫|
発表苦手号→ 12s 16 神戸-2s 1.一氏名

図 l 使用スライド記入例 E 

g 

発表番号 演 題

氏名(所属)

図 2. 展示パネルの説明図

t式
ヨ

泊 会場付近には，適当な宿泊施設がありません。 JR三の宮， 1波急三の宮付近から， JR六甲道駅，ま

たは阪急六甲駅を経由して，神戸市八スで，神戸大学教養部前に来られるのが便利 と思います。

三の宮付近から会場まで凡そ 11時間かかります。JR 三の宮， 阪急三の宮付近の宿舎を紹介 します

ので， 下記の表を参考に直接予約 して下さL、。

施設名 料金 電話(078) 交 通

共済関係

六甲荘(公) 6，458 241-2451 新神戸駅 徒歩15分

兵庫共済会館(市) 3，300 222-2600 JR元町駅 徒歩10分

パレス神戸(答) 6，000 37J-7800 JR元町駅 徒歩5分

布引荘(迎) 4，400 22J-037J 新村l戸駅 徒歩5分

ビシネスホテノレ

神戸東急イン 7，700 291-0J09 JR三宮駅 徒歩5分

グリーンヒノレホテノレ第2 6，950 222-0909 新神戸駅 徒歩JO分

神戸プラザホテノレ 5，200 332-1141 JR元町駅 徒歩3分

神戸ヮ γントンホテノレ 7)50 33J-6J J J JR三宮駅 徒歩JO分

神戸ユニオンホテル 6，000 222-6500 JR三宮駅 徒歩JO分

ホテノレ北 ヒ 5，500 391-878J .JR三宮駅 徒歩5分

ホテノレ

オリエンタノレホテノレ 8，000 331-8111 .JR三宮駅 徒歩10分

新神戸オ リエンタルホテノレ 9，000 291-1121 新神戸駅 徒歩5分

ポートピアホテル 8，500 302-1111 JR三宮駅よりポートラ イナー
ホテルオークラ神戸 16，000 333-01J1 .JR元町駅 徒歩15分

三宮ターミナノレホテル 6，800 291-0001 JR三宮駅構内



その他

神戸 YMCAホテル 5，200 241-7205 JR三宮駅 徒歩10分

神戸港海員厚生会館 2，700 341-6629 JR元町駅 徒歩10分

神戸大倉山海員会館 3，300 341-0112 JR神戸駅 徒歩10分

神戸海員会館 3，800 351-0641 JR神戸駅 徒歩5分

神戸学生 ・青年センタ 2，000 85ト2760 阪急六甲駅 徒歩3分

注 1)料金はシングノレ (1989年9月現在 2)電話は市外局番 078 3)新神戸駅は新幹線

日本藻類学会主催海藻採集会のお知らせ

下記の要領により瀬戸内海での海藻採集会を開催いたします。ご希望の方は下記の神戸大学理学部附属臨海実

験所に直接お申し込み下さL、。

1 期目 。1990年3月30日 (金)-4月2日 (月)

参加者は当初定刻に集合していただきますが，以後，下記日程のご希望の時点でお帰りいただいて

も結構です。

2 日 程 :(天候等により一部変更する場合もあります)

3月30日 (金)17:00 大会受付前集合(実験所に移動)

或は 19:00 臨海実験所に直接到着のこと

日程説明，夕食 ・懇親会，実験所宿泊

3月31日 (土)播磨灘北部 家島群島 上島，jJ日島採集，実験所宿泊

4月 l日 (日)備讃瀬戸女木島採集

高松港，児島港 寄港(両港とも下船可)

途中 瀬戸大橋を海上より見物，実験所宿泊

4月 213 (月)淡路島南部 由良海岸採集

3 会場 神戸大学理学部附属臨海実験所

干656-24兵庫県津名郡淡路町岩屋2746

電話 0799-72-2374 

4 採集船 :実験所所属実習船おのころ使用

5 講師 :北海道大学理学部吉田忠生，北海道大学理学部増田道夫，京都大学段学部鯵坂哲朗，

東京水産大学大業英雄

6 参加費.街泊費 I泊 500円

食費朝食 300円，昼食 700円，夕食 800門

懇親会 1000門

雑賀 1日 200円

参加希望者に参加の可否， 円程等の詳細lをお送りし， 参加希望円程，希望事項等を御返信いただき，

各参加者の参加円程から参加賀を算出，納入期日なと'参加者各位に直接連絡いたします。

7 定 員 10名(実習船の乗船定員の都合から10名とします)

希望者多数の場合には先着順としますので予めご了承下さL、。

参加資絡は特にIgj，、ませんが， 小増船に船酔する方はご遠慮下さL、。

8 申 込 :葉書にて1990年 1月末日までに 1)氏名， 2)連絡先， 3)所泌を明記の上， 上記の臨海実験所に

商経お申込み下さい。

9. その他 :潜水骨器具，採集"F1"，標本作製 ・1定型JI用品，薬品などはご希望により出来る限り用意いたします。



要旨原稿の体裁見本

O田中 二郎本・伊藤真理:t.:I:褐藻 アミジグサ科

のフクリ ンア ミジ とサナ ダグサの形態

アミ ジグ サ目ア ミジグサ科 のニセアミ ジ属 とサナダ

グサ属には日本産の種類としてそれぞれフクリンアミ

ジ (旦il旦E主旦さ旦k豆~工主主 Dalfson ) と・ . .. 

-が中央部付近

で多棋になることがある 。精子のう は表皮上 に盛り上

がって形成される。

(本国立科博・楠物研**日本女子大・家政)

O澱辺 信 I ・ L.GARYu:クラミドモナス目

とクロロコ ックム目 (緑藻網)の 6属に おける 2本

鞭毛遊走細胞の微細構造

色L1litli旦上よ豆 laterali ~ クラミド モナス目). ~旦旦ー

gi旦主主)~工ù ~ ponl1:ios Q. E rotosiphon botryoide ~. 

T etracysti s 呈旦工lQ.. ・・・・・・

-には A88がみら

れず. 88のなす 角度が大きく変 化し，細胞は裸であ

る。 (草富山大 :n:オハ イオ州立大)



日本藻類学会第14回大会申込用紙

(フリガナ)

氏名:

連絡先(自宅・勤務先):-w 

大会・懇親会申込票

所属:

発 表: する(単独・連名)，しない。

懇親会: 参加，不参加。

送金額:(不必要な個所を消して下さい。同封の振替用紙で御送金下さい。)

大会参加費 2，500円(学生 2，000円)

懇親会費 3，000円 送金合計額 円

発表申込票

(連名の場合は演者が申込みをし，演者の左肩に*印をつけて下さL、)

発表の種類(希望する方をOで囲んで下さL、)

口頭発表， 展示発表。

発表番号(当方で記入します): 

氏名(所属): 

演題:

連絡先:(連名の場合は演者) 電電





要旨原稿の書きかた (5)表題が 2行または 3行にわたる場合は，初めの

(1 )横 100mm縦 150111mの枠内に24'1・x22行の印字 1字分(約 4.2mm)をあける。

を標準とする。 (6)表題と要旨本文との間は 1行分あける。

(2)著者名，表題，要旨本文，所属のJI闘に古く。(7)要旨本文は初めの l字分をあける。

(3) 1行日は初めの 3字分(約 12.6mm)をあける。 (8)所属は( )内に入れる。

(4)著者が復数の場合は，講演者にOをつける。 (9)区読点は I.J(コンマ)と loJ(マノレ)を使う。

I手，，~.】 r有 M

)，1 






